別紙様式１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　
 発がん物質等危険物質投与実験申請書

　　　埼玉大学長　殿

下記の動物実験計画について、埼玉大学における発がん物質等危険物質を用いた動物実験に関する申合せに基づき申請します。

	受付番号
	
	承認番号
	



	課題名
	



	動物実験責任者
	氏　　名
（学生は学籍番号も記入）
	部局等名
	職　　名
（教職員のみ）
	メールアドレス
	教育訓練
の受講

	
	
	
	
	
	□有
□無

	動物実験実施者
	
	
	
	
	□有
□無

	
	
	
	
	
	□有
□無

	
	
	
	
	
	□有
□無

	
	
	
	
	
	□有
□無



	実験実施期間
	 20(        )年        月 ～ 20(        )年        月

	飼養保管施設
及び実験室
	飼養保管施設
	

	
	実験室
	

	使用動物
	動 物 種
	系　統
	性 別
	匹 数
	微生物学的品質
	入手先（導入機関名）
	備 考

	
	
	
	
	
	
	
	

	投　与　方　法
	（投与方法・頻度・総投与量を記入する。）

	
	



	研究計画と方法
	投与した発がん物質等危険物質の動物体内での代謝・排泄・蓄積等、飼育室・ケージ内での有害物質の有無等

	
	

	
	投与終了後、使用動物が当該化学物質を体外に排出していると考えられる期間

	
	

	
	実験上の注意事項、危険防止対策ならびに室内等への環境汚染防止対策（汚染された場合の対処方法も記入する。）

	
	

	
	排水を通して周辺環境を汚染する危険性の有無ならびにその対策

	
	





（委員会記入欄）

	動物実験委員会の
本実験計画に対する
意見等
	 審査終了： 20(　 　 )年　    月　 　  日

	
	 修正意見等



審査結果　□　本実験計画は、埼玉大学における発がん物質等危険物質を用いた動物実験に関する申合せに
　　　　　　　　 　適合する。
       　　　□　本実験計画は、埼玉大学における発がん物質等危険物質を用いた動物実験に関する申合せに
　　　　　　　　　 適合しない。



 ※注1　原則として、実験開始年度と実験終了年度は同一年度とする。
※注2　所属する部局等の長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。
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別紙様式１                                          年    月    日       発がん物質等危険物質投与実験申請書         埼玉大学長   殿     下記の動物実験計画について、埼玉大学における発がん物質等危険物質を用いた動物実験に関する申合せに基づき申請します。    

受付番号   承認番号   

 

課題 名   

 

動物実験責任者  氏    名   （学生 は 学籍番号も 記入 ）  部局 等 名  職    名   （教職員のみ）  メールアドレス  教育訓練   の受講  

    □有   □無  

動物実験 実施 者      □有   □無  

    □有   □無  

    □有   □無  

    □有   □無  

 

実験実施期 間    20(          ) 年          月   ～   20(          ) 年          月  

飼養保管施 設   及び実験 室  飼養保管施設   

実験 室   

使用動 物  動   物   種  系   統  性   別  匹   数  微生物学的品質  入手先（ 導入機関 名）  備   考  

       

投   与   方   法  （投与方法・頻度・総投与量を記入する。）  

 

 

研究計画と方 法  投与した発がん物質等危険物質の動物体内での代謝・排泄・蓄積等、飼育室・ケージ内での有害物質の有無等  

 

投与終了後、使用動物が当該化学物質を体外に排出していると考えられる期間  

 

実験上の注意事項、危険防止対策ならびに室内等への環境汚染防止対策（汚染された場合の対処方法も記入する。）  

 

排水を通して周辺環境を汚染する危険性の有無ならびにその対策  

 

     

